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1． 本文の頁数 

講演は 1 頁です。シンポジウムはシンポジウム全体で 1 頁、さらに各シンポジストで 1

頁となります（ただし別途座長より指定がある場合はこの限りではありません）。ワークシ

ョップはワークショップ全体で 1頁となります。 

  

 

2． 文字数 

 1400文字程度以内とします。引用文献も含みます。原則として図表は掲載いたしません

が、必要な場合は「備考」欄に「図表の掲載希望」とご記載いただくとともに，図表のファ

イルを事務局（smh.okinawa2024＠gmail.com）までメール添付でお送りください。なお、

文字数や図表数が多い場合、図表が縮小され判読できなくなる可能性がありますのでご留

意ください。 

 

 

3．引用文献 

 機関誌『学校メンタルヘルス』の投稿規程に従います。イタリック、全角半角等は事務局

で体裁を整えます。 

詳細は投稿規程をご確認ください。 
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